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平成23年度当初予算

市
に
入
っ
て
く

る
お
金

　
一
般
会
計
の
歳

入
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
約
36

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
多
い
の
が
市
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
の

市
税
。
次
の
国
庫
支
出
金
は
、
事

業
実
施
の
た
め
の
国
か
ら
の
補
助

金
。
そ
し
て
、
市
債
は
、
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
国
な
ど
か
ら
の

借
入
金
。
以
下
、
県
支
出
金
、
地

方
消
費
税
交
付
金
、
諸
収
入
な
ど

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（
　
）
内
は
、
構
成
比
率

歳
入
歳
入

①地方交付税　 56 億 8,100 万円（35.6％）

　所得税・消費税などの国税の一部を国から交付され

る収入

②市　税 　43 億 9,578 万 2 千円（27.6％）

　�市民税、固定資産税、軽自動車税など

③国庫支出金 　17 億 2,059 万円（10.8％）

　学校や道路などの建設、扶助費などに対して国から

補助される収入

④市　債 　11 億 9,280 万円（7.5％）

　事業を実施するために長期的に国などから借り入れ

る収入

⑤県支出金 　9 億 3,125 万 8 千円（5.8％）

　学校や道路などの建設、扶助費などに対して県から

補助される収入

⑥地方消費税交付金 　4 億 248 万 9 千円（2.5％）

　県に納付された消費税の一部を県から交付される収

入

⑦諸収入   3 億 4,219 万 5 千円（2.2％）

　学校給食費や高額療養費返納金などの収入

⑧地方譲与税　 3 億 360 万 1 千円（1.9％）

　市道の面積などに応じて揮発油税・自

動車重量税の一部を譲与される収入

⑨繰越金   3 億円（1.9％）

⑩使用料・手数料 　1 億 6,298 万 2 千

円（1.0％）

⑪その他　 5 億 730 万 3 千円（3.2％）

一般会計の歳入の内訳

区　　　分 平成 23年度予算

前年度の
当初予算
との増減
率（％）

一　般　会　計 159億4,000万円 　 △ 3.7％

特
　  

別
　  

会
　  

計

国民健康保険 58億2,818万8千円  1.3％

老人保健 0円 皆減

農業集落排水
事業

4億1,446万7千円 △ 2.0％

公共下水道事業 7億8,012万円 　      △ 14.4％

介護保険 32億8,167万1千円 1.4％

介護サービス
事業

950万円 32.6％

後期高齢者医療 3億4,503万6千円 △ 3.2％

水 道 事 業 会 計 14億5,836万2千円 0.3％

合　　　　　 計 280億5,734万4千円 △ 2.2％  

●平成23年度当初予算一覧

①民生費　51 億 5,420 万 3 千円（32.3％）

　社会福祉サービス、生活保護など

②教育費　21 億 311 万 8 千円（13.2％）

　市立学校、生涯学習振興など

③総務費　18 億 9,651 万 3 千円（11.9％）

　戸籍や広報、庁舎管理など

④衛生費　18 億 2,689 万 9 千円

　（11.4％）

　�健康促進、環境保全、ごみ処理など

⑤公債費　15 億 8,865 万 4 千円

　（10.0％）

　市の借入金の返済など

⑥土木費　10 億 7,992 万 9 千円

　（6.8％）

　道路や公園の建設や修繕など

⑦農林水産業費　10 億 6,577 万 4 千円（6.7％）

　�農林水産業の振興、基盤整備など

⑧消防費　7 億 6,644 万 5 千円（4.8％）

　�防災対策、消防、

　救急救命活動など

⑨�その他

　4 億 5,846 万 5 千円

　（2.9％）

一般会計の歳出の内訳

　
市
の
予
算
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
平
成
23
年
度
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
（
市
税
）

と
歳
出
を
、
市
民
１
人
（
一

世
帯
）
当
た
り
で
表
し
て
み

ま
し
た
。
金
額
は
、
４
月
１

日
現
在
の
人
口
と
世
帯
で

割
っ
た
も
の
で
す
。

■市民の皆さんが負担する税を１人（一世帯）

当たりに換算すると

93,406 円（294,960 円）

■市政に使われるお金を1人（一世帯）当たり

に換算すると

338,709 円（1,069,583 円）

市
民
１
人
（
一
世
帯
）

当
た
り
は
こ
ん
な
金
額

平成 23 年度
一般会計主要事業の予算

市
民
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
使
わ

れ
る
お
金

　
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
民
生

費
が
最
も
多
く
、
高
齢
者
や
障
害

者
・
児
童
な
ど
の
福
祉
の
充
実
が

図
ら
れ
ま
す
。
続
い
て
多
い
の
が

市
立
学
校
や
生
涯
学
習
振
興
な
ど

に
使
わ
れ
る
教
育
費
。
総
務
費
は

戸
籍
や
広
報
、
庁
舎
管
理
な
ど
市

の
運
営
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
続
い

て
健
康
促
進
、
環
境
保
全
、
ご
み

処
理
な
ど
の
衛
生
費
、
市
の
借
入

金
の
返
済
な
ど
の
公
債
費
、
土
木

費
、
農
林
水
産
業
費
、、
消
防
費

な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（
　
）
内
は
、
構
成
比
率

歳
出
歳
出

ハード事業
（建物の建設・修繕、道路整備など工事をす

る事業）

総務費 ▲岩瀬駅跨
こ

線
せ ん

歩道橋および駅舎整備

実施設計委託…8,000万円

農林水産業費 ▲霞ヶ浦用水事業（事業負担

金）…1億9,947万9千円／ほ場整備事業…

6,291万6千円／林道整備事業（改築・改良）

…3,976万8千円

土木費 ▲道路新設改良事業…2億4,939万1

千円／道路維持事業…5,235万5千円

消防費 ▲消防施設事業（消防ポンプ自動車

購入）…2,600万円

教育費：中学校管理事業（耐震補強工事）…

2億4,641万円／多目的複合施設建設事業…

7,185万5千円

ソフト事業
（ハード事業以外の事業）

総務費 ▲デマンド交通運営事業費補助金…

4,317万2千円

民生費 ▲子ども手当費…8億9,050万円／障

害者自立支援給付事業…4億8,832万5千円／

生活保護支給事業…4億1,143万7千円／医療

福祉事業…3億1,167万2千円／保育所入所児

童委託料…2億4,061万7千円／児童扶養手当

事業…1億6,160万円

衛生費 ▲予防総務事業…1億1,285万4千円

／保健事業…5,551万円／ごみ減量化対策事

業…4,323万7千円

商工費 ▲地域振興事業…1,124万円 

農林水産業費 ▲霞ヶ浦用水転作地等水利費

補助事業…1,989万円

教育費 ▲幼稚園就園奨励費補助事業…

2,363万8千円／幼稚園児送迎バス委託事業

…2,100万円／英語指導助手業務委託料…

1,617万9千円／通学バス運行委託事業…

1,520万円

※
人
口
…
４
７,
０
６
１
人
・

　
世
帯
…
１
４,
９
０
３
世
帯

　（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

　
桜
川
市
の
基
本
と
な
る
平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
、
平
成

23
年
第
１
回
桜
川
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
可
決
・
成
立
い

た
し
ま
し
た
。

　
市
財
政
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
予
算
額
は

１
５
９
億
４,
０
０
０
万
円
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
含
め
た
予
算
総

額
で
は
、
２
８
０
億
５,
７
３
４
万
４
千
円
と
な
り
、
前
年

度
当
初
予
算
の
合
算
額
と
対
比
し
て
2.2
％
の
減
と
な
り
ま

す
。

　
今
月
号
で
は
、
主
に
一
般
会
計
予
算
の
概
要
を
歳
入
・
歳

出
別
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

総　　額  280 億 5,734 万 4 千円

一般会計  159 億 4,000 万円
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桜
川
市
職
員
の

人
事
異
動
を
発
令

　
市
は
、
４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
発
令
し

ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
退
職
者

に
つ
い
て
は
３
月
31
日
付
で
す
。（ 

）
内
は
前
所
属

行　政

情　報
市 の 動 き

■
市
長
公
室
長
／
臼う

す

い

の

り

あ

き

井
典
章
（
教

育
次
長
）
■
秘
書
広
報
課
長
／

潮う
し
お
だ
あ
き
ひ
こ

田
昭
彦
■
秘
書
広
報
課
長
補
佐

兼
秘
書
係
長
／
石い

し

か

わ

ふ

み

お

川
文
雄
（
文
化

生
涯
学
習
課
）
■
企
画
課
統
計
係

長
／
天あ

ま

が

や

や

す

こ

賀
谷
恭
子
■
職
員
課
長
／

米よ

ね

か

わ

た

け

お

川
建
男
（
税
務
課
）
■
職
員
課

人
事
研
修
係
長
／
青あ

お

き

や

す

ひ

ろ

木
康
博
■
職

員
課
主
査
兼
給
与
厚
生
係
長
／

市い

ち

つ

か

ひ

さ

じ

塚
久
弐
（
税
務
課
）
■
職
員
課

付
／
星ほ

し

龍り
ゅ
う
ぞ
う象（

文
化
生
涯
学
習
課
）

■
職
員
課
付
／
古ふ

る

は

し

ま

さ

こ

橋
政
子
（
収

税
課
）
■
職
員
課
付
／
大お

お
ぜ
き
さ
と
し

関
聡

（
農
林
課
）
■
情
報
政
策
課
長
／

飯い

い

だ

し

げ

の

ぶ

田
成
信
■
情
報
政
策
課
長
補
佐

兼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
係
長
／

飯い

い

ず

み

ひ

さ

し

泉
尚
志
（
環
境
対
策
課
）
■
情

報
政
策
課
主
査
兼
シ
ス
テ
ム
管
理

係
長
／
佐さ

や谷
智

さ
と
し

■
情
報
政
策
課

主
事
／
赤あ

か

津つ

真ま

奈な

（
新
規
採
用
）

■
派
遣
職
員
（
県
西
総
合
病
院
事

務
組
合
派
遣
）
／
稲い

な
が
わ
じ
ゅ
ん

川
潤
（
財
政

課
）
■
派
遣
職
員
（
県
西
総
合
病

院
事
務
組
合
派
遣
）／
小お

ば

た幡
康や

す
し（

職

員
課
）
■
派
遣
職
員
（
茨
城
県
市

町
村
課
派
遣
）
／
市い

ち
む
ら
な
お
ゆ
き

村
直
之
（
岩

瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
）

■
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
／

森も
り
た
け
し毅

（
職
員
課
）
■
総
務
課
主
幹

／
近こ

ん
の
う
ひ
ろ
ま
さ

納
裕
政
（
建
設
課
）
■
総
務

課
行
政
改
革
推
進
室
長
／
鈴す

ず

き木

い
え
子こ

（
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口

課
）
■
財
政
課
主
任
／
大お

お

和わ

田だ

勝か
つ

行ゆ
き

（
茨
城
県
）
■
財
政
課
長
補

佐
兼
管
財
係
長
／
谷や

島じ
ま

茂
し
げ
る

■
財

政
課
主
査
兼
契
約
検
査
係
長
／

宮み

や

た

あ

つ

お

田
充
夫
（
下
水
道
課
）
■
財
政

課
主
事
／
中な

か

野の

恵え

実み

（
都
市
整
備

課
）
■
税
務
課
長
／
舘た

て

野の

喜き

久く

男お

（
情
報
政
策
課
）
■
税
務
課
主
査

兼
資
産
税
第
一
係
長
／
延の

ぶ

嶋し
ま

太た

美み

夫お

（
水
道
課
）
■
税
務
課
長
補
佐

兼
資
産
税
第
二
係
長
／
大お

お

ぜ

き

か

ず

し

関
一
司

■
税
務
課
資
産
税
第
二
係
長
／
阿あ

久く

津つ

裕ゆ
う

治じ

（
情
報
政
策
課
）
■
税

務
課
主
幹
／
古こ

う

た

宇
田
み
ゆ
き
（
岩

瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
税
務
課

主
事
／
梅う

め

み

や

ま

さ

き

宮
正
樹
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
）
■
税
務
課
主
査
兼
市
民
税

第
二
係
長
／
仙せ

ん

ば

と

も

た

か

波
朝
孝
■
収
税
課

長
／
中な

か

じ

ま

よ

う

じ

島
洋
治
（
税
務
課
）
■
収

税
課
収
納
第
一
係
長
／
田た

谷や

賢け
ん

一い
ち

（
社
会
福
祉
課
）
■
収
税
課
長

補
佐
兼
収
納
第
一
係
長
／
谷や

た

べ

田
部

清き
よ
し

■
収
税
課
主
査
兼
管
理
係
長

／
大お

お
や
ま山

よ
し
江え

（
国
保
年
金
課
）

■
収
税
課
主
幹
／
廣ひ

ろ
さ
わ
し
ん
い
ち

澤
伸
一
■
収

税
課
主
事
／
中な

か
は
ら
ゆ
う
い
ち

原
雄
一
（
新
規
採

用
）
■
大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課
長

補
佐
兼
係
長
／
廣ひ

ろ

せ

よ

ね

お

瀬
米
雄
（
建
設

課
）
■
大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課
主

査
兼
係
長
／
小こ

ば

や

し

ひ

で

み

林
秀
美
（
文
化
生

涯
学
習
課
）
■
大
和
庁
舎
総
合
窓

口
課
係
長
／
小こ

松ま
つ

﨑ざ
き

エ
ミ
■
岩
瀬

庁
舎
総
合
窓
口
課
長
／
小こ

松ま
つ

﨑ざ
き

裕ひ
ろ

臣お
み

（
岩
瀬
・
や
ま
と
保
育
所
）
■

岩
瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
主
査
兼
係

長
／
岡お

か

村む
ら

富ふ

士じ

夫お

（
農
業
委
員

会
）
■
岩
瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
係

長
／
仁に

へ

い

か

ず

と

し

平
一
利
■
岩
瀬
庁
舎
総
合

窓
口
課
主
幹
／
田た

や

の

ぶ

ゆ

き

谷
信
之
（
税
務

課
）
■
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
長

／
大お

お

ぜ

き

て

る

お

関
輝
夫
（
総
務
課
）
■
真

壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
長
補
佐
兼

係
長
／
鶴つ

る

み

き

ょ

う

こ

見
京
子
（
介
護
長
寿

課
）
■
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課

係
長
／
高た

か

く

ま

さ

き

久
正
喜
■
真
壁
庁
舎

総
合
窓
口
課
長
補
佐
兼
係
長
／

軽か

る

べ

よ

う

こ

部
洋
子
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

■
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
主
査
兼

係
長
／
飯い

い

ず

み

ゆ

き

こ

泉
由
起
子
（
税
務
課
）

■
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
主
幹
／

仁に

へ

い

と

し

ひ

ろ

平
寿
洋

■
市
民
生
活
部
長
／
大お

お
か
わ
ま
さ
ひ
こ

川
正
彦

（
国
保
年
金
課
）
■
市
民
課
主
幹

／
仁に

へ

い

と

み

こ

平
富
子
■
市
民
課
主
幹
／

川か

わ

な

ご

さ

ち

こ

那
子
幸
子
■
市
民
課
人
権
啓
発

推
進
室
長
／
告つ

げ

建た

け

お男
（
大
和
庁
舎

総
合
窓
口
課
）
■
市
民
課
主
事
／

米よ
ね
か
わ川

恵め
ぐ
み

（
新
規
採
用
）
■
市
民
生

活
部
次
長
兼
国
保
年
金
課
長
／

上う
え
の
じ
ゅ
ん

野
純
（
収
税
課
）
■
国
保
年
金

課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
／

阿あ

べ

た

部
田
寿ひ

さ
し

（
建
設
課
）
■
国
保
年

金
課
主
事
／
野の

む

ら

け

ん

た

村
健
太
（
学
校
教

市

長

公

室

市
民
生
活
部

総
　
務
　
部

育
課
）
■
国
保
年
金
課
国
保
年
金

係
長
／
五い

が

ら

し

十
嵐
敦

あ
つ
し

■
国
保
年
金

課
主
査
兼
国
保
税
係
長
／
原は

ら

広ひ

ろ

こ子

（
水
道
課
）
■
国
保
年
金
課
国
保

税
係
長
／
横よ

こ

た田
誠ま

こ
と

（
下
水
道
課
）

■
国
保
年
金
課
主
任
／
石い

し
か
わ
ひ
ろ
あ
き

川
裕
昭

■
国
保
年
金
課
主
査
兼
医
療
福
祉

係
長
／
市い

ち

村む
ら

由ゆ

美み

子こ

（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
）
■
環
境
対
策
課
長
補

佐
兼
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
長
／

高た
か
ま
つ
ひ
ろ
ゆ
き

松
弘
行
（
真
壁
庁
舎
総
合
窓

口
課
）
■
環
境
対
策
課
主
事
／

大お

お

ば

や

す

ひ

ろ

場
康
弘
（
新
規
採
用
）
■
生
活

安
全
課
主
幹
／
小お

じ

ま

ゆ

き

の

り

島
幸
徳
（
環
境

対
策
課
）
■
生
活
安
全
課
主
任
／

小こ
ば
や
し
だ
い
す
け

林
大
輔
（
農
林
課
）

■
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長
／
石い

し
ぼ
り堀
純じ

ゅ
ん

（
総
務
課
）
■
社
会

福
祉
課
主
査
兼
社
会
福
祉
係
長
／

仁に

へ

い

ひ

ろ

あ

き

平
博
章
■
社
会
福
祉
課
主
査

兼
社
会
福
祉
係
長
／
上う

え

野の

由ゆ

美み

子こ

（
健
康
推
進
課
）
■
社
会
福
祉

課
社
会
福
祉
係
長
／
青あ

お

き

ひ

ろ

こ

木
弘
子
■

社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
保
護
係

長
／
榎え

の
き
ど戸
由ゆ

美み

子こ

（
学
校
教
育

課
）
■
社
会
福
祉
課
主
査
兼
保
護

係
長
／
安や

す

だ

た

か

こ

田
孝
子
■
社
会
福
祉
課

主
任
／
勝か

つ

た

ひ

ろ

ゆ

き

田
浩
幸
（
筑
西
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
）
■
児
童
福
祉

課
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
／

■
建
設
課
主
査
兼
管
理
係
長
／

市い
ち
む
ら
ま
さ
か
ず

村
雅
一
（
南
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）
■
建
設
課
用
地
係
長
／

今い

ま

い

か

つ

の

り

井
克
紀
（
商
工
観
光
課
）
■
建

設
課
長
補
佐
兼
維
持
補
修
係
長
／

倉く
ら
し
な
こ
う
い
ち

品
幸
一
（
健
康
推
進
課
）
■
建

設
課
主
事
／
軽か

る

べ

け

い

ぞ

う

部
敬
三
（
新
規

採
用
）
■
都
市
整
備
課
主
事
／

関せ

き

も

と

た

か

し

本
崇
志
（
茨
城
県
）
■
都
市
整

備
課
主
事
／
藤ふ

じ

た

か

お

り

田
香
織
（
児
童
福

祉
課
）

■
上
下
水
道
部
参
事
／
常と

き

わ

け

い

い

ち

盤
恵
一

（
建
設
部
）
■
下
水
道
課
集
落
排

水
・
浄
化
槽
係
長
／
潮う

し
お
だ
ゆ
う
い
ち

田
雄
一（
国

保
年
金
課
）
■
下
水
道
課
主
幹
／

大お
お
や
ま
ゆ
う
い
ち

山
祐
一
■
下
水
道
課
主
査
兼
下

水
道
業
務
係
長
／
石い

し

か

わ

み

き

お

川
幹
夫
（
収

税
課
）
■
水
道
課
長
補
佐
兼
工
務

係
長
／
松ま

つ
な
が
の
り
ひ
こ

永
典
彦
（
建
設
課
）
■

水
道
課
業
務
係
長
／
星ほ

し

ひ

ろ

こ

博
子
（
真

壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
水
道
課

主
幹
／
島し

ま
ざ
き
と
し
は
る

﨑
寿
春
■
水
道
課
主
幹

／
蓮は

す

ぬ

ま

こ

う

じ

沼
晃
二

■
会
計
課
出
納
係
長
／
大お

お

た

け

た

え

こ

武
妙
子

（
文
化
生
涯
学
習
課
）

小こ
ぐ
す
り
か
ず
し
げ

薬
和
重
（
農
林
課
）
■
児
童
福

祉
課
主
事
／
福ふ

く

だ

ゆ

う

ぞ

う

田
雄
三（
財
政
課
）

■
岩
瀬
・
や
ま
と
保
育
所
長
／
石い

し

井い

省
し
ょ
う

三ぞ
う

（
秘
書
広
報
課
）
■
岩

瀬
保
育
所
主
事
（
保
育
士
）
／

安あ

だ

ち

さ

と

み

達
里
美
（
東
部
保
育
所
）
■
岩

瀬
保
育
所
主
事
補
（
保
育
士
）
／

石い
し
か
わ川
め
ぐ
み
（
東
部
保
育
所
）
■

や
ま
と
保
育
所
係
長
（
副
主
任
保

育
士
）
／
渡わ

た

な

べ

と

も

こ

邊
朝
子
（
ま
か
べ
幼

稚
園
）■
や
ま
と
保
育
所
主
任（
保

育
士
）
／
松ま

つ

も

と

の

り

こ

本
典
子
（
北
部
保
育

所
）
■
東
部
保
育
所
主
事
（
保
育

士
）
／
北き

た

畠
ば
た
け

洋よ
う

子こ

（
岩
瀬
保
育

所
）
■
北
部
保
育
所
係
長
（
副
主

任
保
育
士
）
／
鈴す

ず

き

あ

つ

こ

木
敦
子
（
や
ま

と
保
育
所
）
■
保
健
福
祉
部
次
長

兼
介
護
長
寿
課
長
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
長
／
袖そ

で
や
ま
つ
と
む

山
勉
■
介
護

長
寿
課
長
補
佐
兼
介
護
認
定
係
長

／
大お

お
よ
し
ま
こ
と

吉
誠
（
収
税
課
）
■
介
護
長

寿
課
介
護
認
定
係
長
（
保
健
師
）

／
安あ

だ

ち

ゆ

み

こ

達
由
美
子
（
社
会
福
祉
課
）

■
介
護
長
寿
課
主
査
兼
介
護
保
険

係
長
／
齋さ

い
と
う
し
ゅ
う
い
ち

藤
修
一
（
議
会
事
務

局
）
■
介
護
長
寿
課
主
査
兼
介
護

保
険
係
長
／
秋あ

き
や
ま
け
ん
い
ち

山
健
一
（
生
活
安

全
課
）
■
介
護
長
寿
課
地
域
包
括

支
援
係
長
（
保
健
師
）
／
松ま

つ
も
と
め
ぐ
み

本
恵

■
健
康
推
進
課
長
／
来く

る

栖す

啓ひ
ろ
し

（
商

工
観
光
課
）
■
健
康
推
進
課
長
補

佐
兼
管
理
係
長
／
弓ゆ

削げ

和か
ず

弘ひ
ろ

（
岩

瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
健
康
推

■
教
育
次
長
／
上う

え

の

こ

う

い

ち

野
幸
一
（
学
校

教
育
課
）
■
学
校
教
育
課
長
／

吉よ

し

わ

ら

し

ろ

う

原
志
朗
（
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口

課
）
■
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学

校
教
育
係
長
／
大お

お

き

は

る

み

木
春
美
■
学
校

教
育
課
主
幹
／
上う

え

野の

崇
た
か
し

■
学
校

教
育
課
主
事
／
吉よ

し
ざ
わ
し
ゅ
ん

澤
俊
（
新
規
採

用
）
■
学
校
教
育
課
真
壁
小
学
校

事
務
補
／
古こ

う

た

ま

な

み

宇
田
麻
名
美
（
桜
川

中
学
校
）
■
学
校
教
育
課
樺
穂
小

学
校
事
務
補
／
田た

さ

き

く

に

こ

崎
邦
子
（
桃
山

中
学
校
）
■
学
校
教
育
課
桃
山
中

学
校
事
務
補
／
関せ

き

百ゆ

合り

子こ

（
樺
穂

小
学
校
）
■
学
校
教
育
課
桜
川
中

学
校
事
務
補
／
亀か

め

や

ひ

で

こ

屋
秀
子
（
真
壁

小
学
校
）
■
ま
か
べ
幼
稚
園
教
頭

／
中な

か

じ

ま

む

つ

こ

島
睦
子
（
や
ま
と
幼
稚
園
）

■
ま
か
べ
幼
稚
園
教
諭
（
主
幹
）

／
岸き

し

も

と

と

し

え

本
利
恵
■
や
ま
と
幼
稚
園
教

頭
／
大お

お

ば

み

ち

よ

場
美
千
代
（
ま
か
べ
幼
稚

園
）
■
桜
川
市
南
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
主
査
兼
係
長
／
酒さ

か

い

ま

さ

し

井
正
志

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）
■
桜
川
市

南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
／

中な

か

ざ

と

さ

ち

こ

里
幸
子
（
北
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）
■
桜
川
市
南
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
調
理
員
／
木き

し

ろ

ひ

さ

こ

代
久
子
（
北

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
■
教
育
委

員
会
次
長
兼
文
化
生
涯
学
習
課

長
／
杉す

ぎ

や

ま

ふ

み

お

山
文
男
■
文
化
生
涯
学

進
課
健
康
づ
く
り
係
長（
保
健
師
）

／
高た

か

く

ひ

ろ

み

久
裕
美
■
健
康
推
進
課
主
任

（
保
健
師
）
／
大お

お

山や
ま

幸さ
ち

江え

■
経
済
部
次
長
兼
農
林
課
長
／

市い
ち
つ
か
く
に
ひ
こ

塚
邦
彦
（
健
康
推
進
課
）
■
農

林
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
／

鈴す
ず

木き

孝た
か
し

（
児
童
福
祉
課
）
■
農

林
課
主
査
兼
農
業
振
興
係
長
／

海え

び

さ

わ

ひ

さ

し

老
澤
久
司
■
農
林
課
主
任
／

川か

わ

な

ご

ま

さ

や

那
子
昌
也
（
都
市
整
備
課
）
■

農
林
課
長
補
佐
兼
林
政
係
長	

／
中な

か

じ

ま

あ

き

お

島
章
夫
■
農
林
課
林
政
係
長

／
中な

か
じ
ま
も
と

島
元
（
生
活
安
全
課
）
■

農
地
整
備
課
主
任
／
小こ

ば
や
し
け
ん
い
ち

林
賢
一

（
文
化
生
涯
学
習
課
）
■
商
工
観

光
課
主
査
兼
商
工
労
働
係
長
／

市い
ち
つ
か
え
い
い
ち

塚
映
一
（
県
西
総
合
病
院
事
務

組
合
）
■
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼

観
光
係
長
／
神こ

う

の

ひ

ろ

ゆ

き

野
広
幸
■
商
工
観

光
課
主
査
兼
地
域
振
興
係
長
／

上う
え
の
し
ゅ
ん
い
ち

野
俊
一
■
商
工
観
光
課
主
事
／

深ふ

か

や谷
康や

す
は
る玄
（
新
規
採
用
）
■
桜
川

市
水
田
農
業
振
興
室
長
（
課
長
）

／
大お

お
ぜ
き
い
ち
ろ
う

関
一
郎

■
建
設
部
長
／
髙た

か

柗ま
つ

輝て
る

人と

（
建

設
課
）
■
建
設
部
次
長
兼
建
設

課
長
／
小お

嶌じ
ま

弘ひ
ろ
し

（
議
会
事
務
局
）

経
　
済
　
部

建
　
設
　
部

会
　
　
計

教
育
委
員
会

上
下
水
道
部

保
健
福
祉
部

　
平
成
23
年
３
月
28
日
の
第
２
回

桜
川
市
議
会
臨
時
会
で
、
飯
嶌
洋

一
氏
が
副
市
長
に
選
任
さ
れ
、
４

月
１
日
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

■
主
な
経
歴
／
桜
川
市
市
長
公
室

長

副市長

飯嶌　洋一 氏

副
市
長
に

飯い

い

嶌じ

ま 

洋よ

う

一い

ち 

氏
が
就
任



習
課
長
補
佐
兼
文
化
財
係
長
／

塚つ
か
も
と
し
ん
き
ち

本
真
吉
（
国
保
年
金
課
）
■
文

化
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
長
／

寺て
ら
ざ
き
ひ
ろ
た
か

崎
大
貴
■
文
化
生
涯
学
習
課
主

幹
／
谷や

じ

ま

じ

ゅ

ん

こ

嶋
純
子
（
市
民
課
）
■
文

化
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学

習
係
長
／
宮み

や

や

ま

た

か

お

山
孝
夫
■
文
化
生
涯

学
習
課
主
査
兼
生
涯
学
習
係
長
／

稲い

な

ば

せ

つ

こ

葉
節
子
（
会
計
課
）
■
文
化
生

涯
学
習
課
主
事
／
伊い

せ

ゆ

か

こ

勢
祐
可
子

（
新
規
採
用
）
■
文
化
生
涯
学
習

課
主
任
／
石い

し

か

わ

く

み

こ

川
久
美
子
（
介
護
長

寿
課
）
■
文
化
生
涯
学
習
課
長
補

佐
兼
大
和
中
央
公
民
館
係
長
／

飯い
い
じ
ま
さ
だ
よ
し

島
定
善
（
筑
西
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
）
■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

長
補
佐
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
／

飯い

い

ず

み

ひ

ろ

こ

泉
弘
子
（
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口

課
）
■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
事
／

山や
ま
な
か
は
じ
め

中
肇（
農
地
整
備
課
）■
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
係

長
（
岩
瀬
体
育
館
）
／
田た

な

か

ひ

で

お

中
英
雄

（
建
設
課
）
■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

主
査
兼
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
係
長

（
大
和
体
育
館
）
／
塚つ

か

だ田
の
ぶ
子こ

（
企
画
課
）

■
議
会
事
務
局
次
長
／
入い

り

江え

豊
ゆ
た
か

（
農
林
課
）
■
議
会
事
務
局
議
事

係
長
／
仲な

か

田た

浩こ
う

司じ

■
議
会
事
務
局

主
任
／
長は

谷せ

川が
わ

勇ゆ
う

貴き

（
総
務
課
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
兼
農

地
係
長
／
大お

お

よ

し

の

り

こ

吉
典
子
（
総
務
課
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局
庶
務
係
長

／
斉さ

い
と
う
く
に
は
る

藤
邦
晴
（
国
保
年
金
課
）

■
飯い

い
じ
ま
よ
う
い
ち

嶌
洋
一
（
市
長
公
室
長
）
■

永な
が

瀬せ

昇の
ぼ
る

（
市
民
生
活
部
長
）
■
麻あ

さ

尾お

優ま
さ
る

（
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
）
■
荒あ

ら

木き

收お
さ
む

（
岩
瀬
庁
舎

総
合
窓
口
課
長
）
■
渡わ

た
な
べ辺
久く

め

お

米
夫

（
社
会
福
祉
課
副
参
事
）
■
廣ひ

ろ

瀬せ

正ま
さ

夫お

（
市
民
課
人
権
啓
発
推
進
室

長
）
■
飯い

い

島じ
ま

一か
ず

枝え

（
保
健
福
祉
部

社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
係
長
）
■

髙た
か

松ま
つ

静し
ず

江え

（
介
護
長
寿
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー

長
）
■
千せ

ん

徳と
く

裕ゆ
う

子こ

（
健
康
推
進
課

長
補
佐
兼
係
長
）
■
若わ

か
い
ろ色
し
げ
子こ

（
大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課
主
査
兼

係
長
）
■
中な

か

川が
わ

笑え
み

子こ

（
介
護
長
寿

課
主
査
兼
係
長
）
■
武た

け
う
ち内
す
み
子こ

（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
兼
係

長
）
■
増ま

す

渕ぶ
ち

秀ひ
で

夫お

（
ま
か
べ
幼
稚

園
主
査
兼
係
長
）■
渡わ

た

辺な
べ

春は
る

美み

（
南

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
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行
政
委
員
会

議
会
事
務
局

退
　
職
　
者

■
支
給
金
額
／
子
ど
も
一
人
に
つ

き
月
額
１
３,
０
０
０
円

■
支
給
対
象
／
０
歳
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
（
０
歳
か
ら
15
歳
に

な
っ
た
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
）
の
子
ど
も 

■
支
給
月

・�

平
成
23
年
６
月
（
平
成
23
年
２

月
か
ら
５
月
分
ま
で
）

・�

平
成
23
年
10
月
（
平
成
23
年
６

月
か
ら
９
月
分
ま
で
）

次
の
方
は
、
申
請
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

・�����

出
生
な
ど
に
よ
り
新
た
に
受
給

資
格
が
生
じ
た
方
や
、
他
の
市

町
村
か
ら
引
越
し
を
さ
れ
た
方

は
、
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

出
生
な
ど
に
よ
り
支
給
対
象
人

数
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

額
改
定
認
定
請
求
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
請
求
の
あ
っ
た
月

の
翌
月
分
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
出
生
・
転
入
日
な
ど

か
ら
15
日
以
内
に
必
ず
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
６
月
の
現
況
届
の
提

出
は
不
要
で
す
が
、
10
月
以
降
に

は
、
届
出
・
申
請
な
ど
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

公
務
員
の
方
は
、
所
属
庁
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
請
求
書
の
提
出
先
／

児
童
福
祉
課
（
岩
瀬
庁
舎
）・
総

合
窓
口
課（
真
壁
・
大
和
庁
舎
）（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

平
成
23
年
４
月
以
降
の
「
子
ど
も
手
当
」
に
つ
い
て

子
ど
も
手
当
は
、平
成
23
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
か
月
間
、引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
ま

し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
今
回
の
震
災
に
伴
う
避

難
指
示
な
ど
で
、
被
災
地
周
辺
の

方
々
は
、
住
所
地
以
外
の
各
地
に

避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
こ

の
よ
う
な
方
々
に
対
す
る
各
種
通

知
や
情
報
提
供
な
ど
が
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
全
国
の
市
町
村
で
は

現
在
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
所

在
地
な
ど
の
情
報
把
握
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
避
難
前
に
お
住

ま
い
の
県
や
市
町
村
か
ら
の
、
さ

ま
ざ
ま
な
お
知
ら
せ
（
見
舞
金
な

ど
の
各
種
給
付
の
連
絡
・
国
民
健

康
保
険
証
の
再
発
行
・
税
や
保
険

料
の
減
免
、
猶
予
、
期
限
延
長
な

ど
の
通
知
）
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
は
、
現

在
避
難
し
て
い
る
市
町
村
へ
、
ご

自
身
の
情
報
（
氏
名
、生
年
月
日
、

性
別
、
避
難
前
の
住
所
、
避
難
先

の
住
所
、
名
称
な
ど
）
を
ご
提
供

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
情
報
提
供
先
／
市
民
課
（
岩
瀬

庁
舎
）・
総
合
窓
口
課
（
真
壁
・

大
和
庁
舎
）

■
問
合
先
／
市
民
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
２
３
４
）

東
日
本
大
震
災
な
ど
で
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ 

《
総
務
省
》



第
２
回
岩
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯

少
年
野
球
大
会
開
催

上う
え

野の 

誠ま
こ
と

さ
ん
が
「
建た

て

具ぐ

」
職
種
で

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

桃
山
中
女
子
バ
レ
ー
部
が

県
新
人
バ
レ
ー
大
会
で
優
勝

第
２
回
岩
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
少
年
野

球
大
会
で
、
優
勝
し
た
真
壁
ピ
ー
チ
ス
タ
ー

ズ
の
み
な
さ
ん
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
役
員

の
み
な
さ
ん

第
26
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
、
第
1
位
（
厚

生
労
働
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
た
上
野 

誠
さ
ん

と
作
品

第
28
回
の
県
中
学
男
女
新
人
バ
レ
ー
大
会
で

優
勝
を
果
た
し
た
桃
山
中
女
子
バ
レ
ー
部
の

み
な
さ
ん

小
学
生
学
年
別
大
会
で
第
２
位
の
中
野
鈴
華

さ
ん
（
写
真
右
）
と
第
３
位
の
棚
谷
優
美
さ

ん
（
写
真
左
）

　
桜
川
運
動
公
園
な
ど
を
会
場
に
、
第
２
回
岩
瀬

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
少
年
野
球
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
同
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
堀ほ

り

政ま
さ

美み

会
長
）
が
「
青
少
年
の
健
全
育
成
」
と
薬
物
乱
用

防
止
の
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運
動
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
小
学
５
年
生

以
下
の
部
に
県
内
か
ら
16
チ
ー
ム
が
参
加
。
市
内

か
ら
も
6
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
４
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
熱
戦
の
末
、
2
試
合
合
計

の
失
点
差
で
優
勝
は
真
壁
ピ
ー
チ
ス
タ
ー
ズ
、
準

優
勝
は
樺
穂
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
と
市
内
チ
ー
ム
が

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
第
26
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
が
3
月
に
千
葉
県
の

幕
張
メ
ッ
セ
他
3
会
場
で
開
催
さ
れ
、
市
内
か
ら

上
野 

誠
さ
ん（
真
壁
町
真
壁
地
区:

上
野
木
工
所
）

が
「
建
具
」
の
職
種
で
全
国
か
ら
15
人
参
加
し
た

中
で
見
事
、
第
１
位
（
厚
生
労
働
大
臣
賞
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
建
具
職
種
で
の
作
品
課
題
は
、
二
枚
屏

風
の
製
作
。
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
様
々
な
仕
様

に
従
い
、
ま
た
、
自
由
課
題
と
し
て
の
細
か
い
技

能
を
取
り
入
れ
完
成
さ
せ
た
同
氏
の
作
品
は
、
審

査
員
に
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
前
回
の
大
会
で
も
敢
闘
賞
を
受
賞
し

て
お
り
、
２
回
続
け
て
の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
２
月
、
水
戸
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た

第
28
回
県
中
学
校
男
女
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

で
、
桃
山
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
が
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
、
決
勝
ま
で
全
て
ス
ト
レ
ー
ト
勝

ち
で
県
内
女
子
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。
決
勝
の

古
河
二
と
の
試
合
で
は
、
第
１
セ
ッ
ト
か
ら
桃
山

の
強
烈
な
攻
撃
で
一
方
的
勝
利
。
２
セ
ッ
ト
は
序

盤
リ
ー
ド
を
許
し
た
が
、
逆
転
の
勢
い
に
乗
り
、

そ
の
ま
ま
セ
ッ
ト
を
奪
い
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
山や

ま

中な
か 

樹
い
つ
き

主
将
は
、「
チ
ー
ム
一
丸
で
闘
え
た

結
果
で
す
。
夏
に
開
催
さ
れ
る
総
体
で
も
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

茨
城
県
柔
道
選
手
権
大
会
で

市
内
の
小
学
生
が
好
成
績

　
本
年
２
月
、
水
戸
市
の
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
第
60
回
茨
城
県
柔
道
選
手
権
大
会
の
小
学
生
学

年
別
で
、
真
壁
柔
道
連
盟
か
ら
出
場
し
た
中な

か

野の

鈴す
ず

華か

さ
ん
（
猿
田
小
６
年
）
が
第
２
位
、
棚た

な

谷や

優ゆ

美み

さ
ん
（
真
壁
小
3
年
）
が
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
柔
道
の
基
本
技
能
の
習
得
と
少
年

少
女
の
健
全
な
る
心
身
育
成
、
参
加
者
相
互
の
親

睦
な
ど
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
野
さ
ん
は
５
年
生
時
に
は
、
全
国
大
会
出
場

の
経
験
を
持
つ
実
力
者
、
ま
た
、
棚
谷
さ
ん
は
今

回
の
県
大
会
初
出
場
で
、
い
き
な
り
第
３
位
入
賞

と
い
う
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、二
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さくらがわ　2011.5.17
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INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

市
職
員
募
集
（
平
成
24
年
度
採

用
）

職
員
課

■
採
用
職
種
・
採
用
人
数

〔
一
般
事
務
〕
10
人
程
度

〔
障
害
者
一
般
事
務
〕
若
干
名

■
職
務
内
容
／
本
庁
ま
た
は
出
先
機

関
で
一
般
事
務
従
事

■
受
験
資
格

〔
一
般
事
務
〕
昭
和
57
年
４
月
２
日

～
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

〔
障
害
者
一
般
事
務
〕
昭
和
51
年
４

月
２
日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

■
試
験
日
・
会
場

〔
第
１
次
試
験
会
場
〕７
月
24
日（
日
）

茨
城
大
学
（
水
戸
市
文
京
２-

１-

１
）

※
第
２
次
、
第
３
次
試
験
の
日
時
、

会
場
は
、
第
１
次
試
験
合
格
者
に
通

知
し
ま
す
。

■
任
期
／
平
成
23
年
６
月
～
２
年
間

■
申
込
先
／
総
務
課
（
大
和
庁
舎
）、

総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
）

※
公
募
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

■
申
込
期
限
／
５
月
20
日
（
金
）

※
郵
送
可

■
問
合
先
／
総
務
課 

行
政
改
革

推
進
室
（
〒
３
０
９-

１
２
９
３ 

桜
川
市
羽
田
１
０
２
３ 

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線

１
２
１
６
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

中
途
失
明
者
緊
急
生
活
訓
練
事

業
の
実
施

社
会
福
祉
課

■
目
的
／
視
覚
障
害
者
に
対
し
て
必

要
な
相
談
・
指
導
・
訓
練
を
行
い
、

自
立
更
生
・
社
会
参
加
を
促
す
。

■
指
導
内
容
／
点
字
指
導
、
白
杖
基

中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
た
め
の

手
話
講
習
会

社
会
福
祉
課

■
内
容
／
①
手
話
の
知
識
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
簡
単
な
会
話 

②

読
話
講
習 

③
聴
覚
障
害
に
つ
い
て

■
会
場
／
〔
水
戸
会
場
〕
水
戸
市
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
館
、〔
土
浦
会

場
〕
土
浦
市
総
合
福
祉
会
館

■
日
時
／
６
月
11
日
～
平
成
24
年
２

月
18
日
（
第
２
・
４
土
曜
日
、
10
時

～
12
時
、
全
15
回
）

■
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代
実
費

■
申
込
方
法
／
６
月
４
日
（
土
）
ま

で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
電
話
）
番
号
・

年
齢
を
ご
記
入
の
上
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
立
聴

覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」（
水
戸
市
住
吉
町
３
４
９-

１ 

☎
０
２
９-

２
４
８-

０
０
２
９ 

�
０
２
９-

２
４
７-

１
３
６
９
）

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
憲

法
週
間
で
す

水
戸
地
方
法
務
局
・

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
憲
法
週
間
に
当
た
り
、
身
近
で
起

こ
る
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て
一
人
一

人
が
考
え
、
人
権
尊
重
の
意
識
を
高

め
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
と
き
は
、

最
寄
り
の
法
務
局
の
人
権
相
談
所
ま

た
は
、
人
権
擁
護
委
員
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
水
戸
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
（
☎
０
２
９-

２
２
７-

９
９
１
９
）

■
お
詫
び
と
訂
正

　
４
月
１
日
発
行
の
「
広
報
さ
く

ら
が
わ
」
に
掲
載
し
た
内
容
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
訂
正
箇
所

ま
ち
の
話
題
（
７
ペ
ー
ジ
）
の
下

水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
の
写

真
説
明

誤�

（
後
列
右
か
ら
）
大
塚
さ
ん
、

菊
池
さ
ん
、
坪
井
さ
ん

正�

（
後
列
右
か
ら
）
菊
池
さ
ん
、

坪
井
さ
ん
、
大
塚
さ
ん

■
訂
正
箇
所

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
13
ペ
ー

ジ
）
の
1.6
㎞
男
子
４
年
生
１
位
の

氏
名

誤
　
原は

ら 

雄ゆ
う

太た

正
　
原は

ら 

優ゆ
う

太た

本
操
作
指
導
、
日
常
生
活
動
作
技
術

（
Ｔ
Ｄ
Ｌ
）、
家
族
な
ど
に
対
す
る
視

覚
障
害
者
誘
導
法
を
含
む
指
導
な
ど

■
実
施
期
間
・
場
所
／
５
月
中
旬
か

ら
約
10
か
月
、
年
間
18
回
程
度
。
視

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
所
、
指

導
員
に
よ
る
自
宅
訪
問

■
対
象
者
／
県
内
在
住
の
視
覚
障
害

者
（
手
帳
所
持
必
須
）　
※
視
覚
障

害
以
外
の
著
し
い
身
体
障
害
や
精
神

障
害
・
伝
染
性
疾
患
な
ど
を
有
し
て

い
な
い
方

■
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
場
所
／
社
会
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・
真

壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
２
３
１
４
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

■
試
験
内
容

〔
第
１
次
試
験
〕
教
養
試
験
（
大
学

で
履
修
程
度
）、
作
文
試
験

〔
第
２
次
、第
３
次
試
験
〕適
性
試
験
、

面
接
試
験
な
ど

■
受
験
手
続
／
受
験
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
持
参
ま
た
は

郵
送
（
書
留
）

※
受
験
申
込
用
紙
は
、
職
員
課
（
大

和
庁
舎
）、総
合
窓
口
課（
岩
瀬
庁
舎
・

真
壁
庁
舎
）に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間
／
５
月
２
日
（
月
）
～

５
月
31
日
（
火
）、９
時
～
17
時
（
土
・

日
、
祝
日
を
除
く
。）、
郵
送
の
場
合

は
消
印
有
効

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
職
員
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
３ 

桜
川
市
羽

田
１
０
２
３ 

☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

桜
川
市
臨
時
職
員
募
集
（
じ
ん

芥か

い

処
理
場
）

環
境
対
策
課

■
職
種
／
技
能
労
務
員

■
募
集
人
数
／
若
干
名

■
任
用
期
間
／
平
成
23
年
６
月
１
日

～
９
月
30
日
（
勤
務
状
況
に
よ
り
再

雇
用
あ
り
。）

■
勤
務
場
所
／
岩
瀬
じ
ん
芥
処
理
場

■
業
務
内
容
／
じ
ん
芥
処
理
場
内
の

清
掃
お
よ
び
不
法
投
棄
物
の
処
理

■
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
15

分■
賃
金
／
日
額 

６,
２
０
０
円

■
勤
務
条
件
／
60
歳
位
ま
で
の
方

で
、
健
康
に
自
信
の
あ
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書（
写
真
添
付
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
５
月
13
日
（
金
）
必

着■
問
合
せ
・
申
込
先
／
環
境
対
策
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
２ 

桜
川
市

岩
瀬
64-
２ 
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）　

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

行
財
政
改
革
推
進
委
員
を
募
集

し
ま
す

総
務
課

　
市
は
、
市
の
行
政
全
般
を
見
直
す

行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
や
そ
の
実

施
に
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め

「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
」
を
募
集

い
た
し
ま
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
と
市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
活
動
内
容
／
年
２
～
３
回
（
平
日

の
午
後
）
開
か
れ
る
委
員
会
で
、
行

財
政
改
革
大
綱
の
内
容
や
行
政
改
革

の
推
進
に
つ
い
て
審
議
い
た
し
ま

す
。

■
委
員
構
成
／
公
募
選
任
さ
れ
た
市

民
、
各
種
団
体
・
市
議
会
議
員
、
知

識
経
験
者
か
ら
計
20
人

■
応
募
条
件
／
①
20
歳
以
上
で
本
市

に
１
年
以
上
居
住
し
、
住
所
が
あ
る

方 

②
本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

と
な
っ
て
い
な
い
方 

③
本
市
の
職

員
・
市
議
会
議
員
で
な
い
方 

④
委

員
会
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

■
募
集
人
数
／
５
人
以
内
（
書
類
選

考
に
よ
り
決
定
） 　税・保険料は納期内に納

めるようにしましょう。

　また、納め忘れがなく

簡単で便利な口座振替制

度をご利用ください。

５月納期の
税・保険料

・・・・・

軽自動車税　全期

納期限／５月 31日（火）

お
知
ら
せ

募
　
集

　市民の皆様の声を行政に反

映するために、市長と語り

合ってみませんか。話題はな

んでも結構です。

■日時／ 5 月 23 日（月）

　13 時～ 16 時

■�場所／ 公 民 館 樺 穂 分 館 

ホール（真壁町長岡 621

番地）

■�問合先／秘書広報課（☎

58-5111・75-3111 代表）

※�次回／ 6 月 27 日（月）

　市役所大和庁舎

市長と語ろう！

「市民の日」



６
月
の
予
防
接
種

■
ポ
リ
オ

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

・�

対
象
／
生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か

月
未
満
児

・
日
時
／
６
月
14
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
13
時
15
分
～
13
時
45

分
・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
体
温
計
、

予
診
票

真
壁
地
区
の
方

・�

対
象
／
生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か

月
未
満
児

・
日
時
／
６
月
16
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
22
・
４
月
、
５
月
、
６

月
生

・
日
程
／
６
月
28
日
（
火
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

６
月
の
母
と
子
の
健
康
づ

く
り

■
子
ど
も
健
康
教
室

・�

対
象
／
生
後
１
歳
未
満
児
の
保
護

者
・
日
程
／
６
月
17
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
子
ど
も
の
救
急
っ
て
ど

ん
な
と
き
？
」

■
離
乳
食
教
室

・�
対
象
／
生
後
５
～
10
か
月
児
の
保

護
者

・
日
程
／
６
月
22
日
（
水
）

・
会
場
／
大
和
中
央
公
民
館

・
受
付
時
間
／
10
時
～
12
時

・�

持
参
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
ま
た

は
バ
ン
ダ
ナ
、
ス
リ
ッ
パ
、
ふ
き

ん
１
枚
（
要
予
約
）

・�

受
付
時
間
／
13
時
15
分
～
13
時
45

分
・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
体
温
計
、

予
診
票

６
月
の
乳
幼
児
健
診
・
育

児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
21
・
10
月
、
11
月
生

・
日
程
／
６
月
21
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
22
・
６
月
生

・
日
程
／
６
月
27
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
育
児
相
談

・�

対
象
／
Ｈ
22
・
12
月
、
Ｈ
23
・
１

月
生

・
日
程
／
６
月
15
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

６
月
の
成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
母
子
、
成
人

・
日
程
／
６
月
２
日（
木
）、28
日（
火
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁
舎
）、

真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
栄
養
相
談
は
要

予
約６

月
の
成
人
健
康
診
査

■
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

岩
瀬
地
区

・�

対
象
／
子
宮
が
ん
検
診 

20
歳
以

上
の
女
性
・
乳
が
ん
検
診 

30
歳

以
上
の
女
性

・�

日
程
／
６
月
１
日
（
水
）
～
３
日

（
金
）、６
日
（
月
）
～
10
日
（
金
）、

22
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
12
時
～
12
時
30
分

・�

内
容
／
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

（
超
音
波
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

は
、年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

大
和
地
区

・�

対
象
／
40
歳
以
上
の
方

・
日
程
／
６
月
17
日（
金
）、18
日（
土
）

・
会
場
／
大
和
体
力
増
進
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
６
時
30
分
～
９
時

10さくらがわ　2011.5.111 さくらがわ　2011.5.1

健 康ガイド
《問合先》健康推進課 ☎58-5111・75-3111（代）

6月分

Health guide
・��

内
容
／
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
胃

が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
、
前
立
腺
が
ん
検
診
、

特
定
健
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

６
月
の
献
血

■
６
月
１
日
（
水
）

・
会
場
／
パ
ワ
ー
マ
ー
ト
岩
瀬
店

・
受
付
時
間
／
13
時
30
分
～
16
時

■
６
月
９
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
庁
舎

・�

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
、
13
時

～
15
時
30
分

６
月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア

・
日
程
／
第
１
、２
、３
、４
火
曜
日

・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30
分

・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。（
要
予
約
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
６
月
13
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

■
う
つ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
６
月
30
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・�

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要
予
約
）

６
月
の
休
日
応
急
診
察
医

療
機
関

６
月
５
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
千
勝
医
院

・
住
所
／
本
木
１
６
０
２-

５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
１
０

６
月
12
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

６
月
19
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

６
月
26
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形
外

科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

９
９
５
５

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合
は
各

庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

初
め
の
一
歩

①
禁
煙
仲
間
を
つ
く
る

②
周
り
の
人
に
宣
言
す
る

③
禁
煙
を
決
め
た
ら
、
今
あ
る
タ
バ

コ
を
捨
て
る

④
禁
煙
補
助
薬
の
使
用

（
薬
局
で
買
え
る
も
の
）

・�

ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ 

※
禁
煙
外
来

で
保
険
医
療
に
よ
り
入
手
も
可
。

・
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム

（
病
院
で
処
方
さ
れ
る
も
の
）

・
バ
レ
ニ
ク
リ
ン
（
飲
み
薬
）

※
禁
煙
補
助
薬
を
使
用
す
る
場
合

は
、
必
ず
、
医
師
・
薬
剤
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

も
し
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
・・・

①
冷
た
い
水
や
熱
い
お
茶
を
飲
む

②
深
呼
吸
を
す
る

③
歯
磨
き
を
す
る

④
飲
み
会
の
時
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ

な
い
人
の
隣
に
座
る

⑤
運
動
を
す
る

⑥
野
菜
を
多
く
食
べ
る

⑦
趣
味
に
没
頭
す
る

色
ん
な
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
し
よ
う

★
禁
煙
マ
ラ
ソ
ン
（
メ
ー
ル
で
24
時

間
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
）

　h
ttp
://k
in
en
-m
a
ra
th
on
.jp
/

★
禁
煙
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
た
ば
こ

依
存
度
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
）

　h
ttp
://w
w
w
.n
osm
ok
in
g
.jp
/

★
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
い
い
禁
煙

（
禁
煙
成
功
の
た
め
の
コ
ツ
な
ど
を

掲
載
）h

ttp
://w
w
w
.e-k
in
en
.jp
/

市
民
健
康
講
座
の
開
催
　
～
「
た
ば
こ
に
ハ
イ
（
灰
）
さ
よ
う
な
ら
」
～

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
　
　

■
日
時
／
５
月
15
日
（
日
）
13
時
30
分
～
　
■
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
内
科
宮
本
医
院
　
宮み

や

本も
と

昭あ
き

彦ひ
こ 

先
生

　
禁
煙
成
功
の
秘
訣
は
、
ず
ば
り
「
正
し
い
方
法
」
で
禁
煙
す
る
こ
と
で
す
。

　
今
ま
で
に
禁
煙
し
た
こ
と
が
あ
る
が
続
か
な
か
っ
た
、
禁
煙
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
、
家
族
や
友
人
に
禁
煙
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
を
機
会

に
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
禁
煙
は
い
つ
始
め
て
も
大
丈
夫

禁
煙
成
功
の
ヒ
ケ
ツ
教
え
ま
す
！

～
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
正
し
い
禁
煙
」
～

5月31日は
「世界
禁煙デー」
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公
共
下
水
道
事
業
は
、
快
適
で
潤

い
の
あ
る
生
活
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
毎
年
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
度
は
真
壁
町
田
、
真
壁
町
飯

塚
の
一
部
を
整
備
し
て
い
る
中
で
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
を
受

け
、
工
事
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、

５
月
30
日
（
月
）
に
約
６
ha
の
区
域

で
供
用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。(

下
図
参
照
）

　
下
水
道
整
備
は
、
大
切
な
水
資
源

を
次
世
代
の
子
供
た
ち
に
継
承
す
る

た
め
に
も
重
要
な
事
業
で
す
。ま
た
、

下
水
道
施
設
も
、
皆
さ
ん
に
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
、
十
分
な
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
使
用
で
き
る
区
域
に
お
住
ま
い
の

皆
様
に
は
、
す
み
や
か
に
下
水
道
に

接
続
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
宅
内
か
ら

の
接
続
工
事
に
関
し
て
は
、
公
共
下

水
道
接
続
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
方
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

下
水
道
Ｐ
Ｒ
活
動

　
下
水
道
課
で
は
、
昨
年
度
、
市
民

の
皆
様
に
汚
水
処
理（
下
水
道
事
業
）

を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
茨
城
県
と
共
催
で
、
ス
ー

パ
ー
店
頭
で
の
下
水
道
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
戸
別
訪
問
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
市
内
の
６
つ
の
小
学
校
へ

の
出
前
講
座
を
実
施
し
、『
水
の
循

環
』
を
テ
ー
マ
に
、
児
童
た
ち
に
下

水
道
の
は
た
ら
き
を
楽
し
く
学
習
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
　

　
こ
の
ほ
か
、
市
民
祭
で
も
「
汚
水

処
理
の
仕
組
み
」
に
つ
い
て
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
下
水
道
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み

を
継
続
し
な
が
ら
、
下
水
道
事
業
へ

の
ご
理
解
を
皆
様
に
お
願
い
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

歴
史
・
伝
統
・
水
環
境
を
次
世
代
に
残
す
た
め
に
・
・
・

日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
■
問
合
先
／
下
水
道
課

　�（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、内
線
３
２
７
４
）

公
共
下
水
道
の
供
用
区
域
の
皆
様
、
早
期
接
続
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
接
続

補
助
金
制
度

◇
補
助
対
象
者

・�

供
用
開
始
か
ら
3
年

以
内
の
接
続
工
事

・�

官
公
署
、
法
人
、
そ

の
他
事
業
所
で
な
い

こ
と

・�

市
税
、
水
道
料
金
、

受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
補
助
金
額
／
補
助
対

象
工
事
に
要
し
た
費

用
の
１
／
２
の
額
で

４
万
円
を
限
度

◇
補
助
対
象
工
事

・��

既
設
の
汲
み
取
り
式

か
ら
水
洗
ト
イ
レ
へ

の
改
造
に
よ
る
公
共

下
水
道
接
続
工
事

・�

既
設
の
浄
化
槽
廃
止

に
よ
る
公
共
下
水
道

接
続
工
事

※
新
築
・
改
築
工
事

は
除
き
ま
す
。

羽黒小の児童たちは、出前講座で下水道のは
たらきについて学習しました。

真壁地区

市立真壁小学校市立真壁小学校

真壁郵便局真壁郵便局

真壁伝承館
（建設中）
真壁伝承館
（建設中）

5月30日から
供用開始する区域

供用済区域

未供用区域
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■
指
定
文
化
財
の
被
害
件
数

　
総
数
１
２
６
件
の
う
ち
、
被
害
は

10
件
で
す
。
国
指
定
文
化
財
は
、「
名

勝
桜
川
」
で
標
柱
が
倒
れ
た
以
外
、

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
被
害
を
受
け
た
指
定
文
化
財

・�

建
造
物
　
小お

山や
ま

寺じ

本
堂
、
月が

っ

山さ
ん

寺じ

書
院
、
同
本
堂
、
楽ら

く

法ほ
う

寺じ

仁
王
門
、

同
東
照
山
王
社
殿
、
祥し

ょ
う
こ
う
じ

光
寺
石
造

多
宝
塔
の
６
件
。
瓦
、壁
、屋
根
や
、

周
囲
の
土
台
な
ど
に
部
分
的
な
崩

落
、
亀
裂
が
あ
り
ま
し
た
。

・�

史
跡
　
真
壁
氏
累
代
の
墓
地
お
よ

び
墓
碑
群
、
花
園
２
号
墳
の
２
件
。

墓
石
や
横
穴
式
石
室
の
一
部
が
崩

落
し
ま
し
た
。

・�

仏
像
　
妙み

ょ
う
ほ
う
じ

法
寺
木
造
四
天
王
立
像
、

池
亀
区
五
大
力
像
１
軀
（
龍
王
吼
）

の
２
件
。
仏
像
の
一
部
が
損
傷
し

ま
し
た
。

〈
今
後
の
対
応
〉

　
今
後
も
引
き
続
き
、
状
況
を
注
視

し
て
参
り
ま
す
。
被
害
が
あ
っ
た
文

化
財
は
、
多
方
面
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
修
理
を
行
う
予
定

で
す
。

国
選
定
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
お
よ
び
登
録

文
化
財
の
震
災
被
害

　
真
壁
地
区
の
伝
統
的
な
建
物
は
、

屋
根
瓦
や
石
蔵
、漆し

っ

喰く
い

壁か
べ

を
中
心
に
、

数
棟
の
倒
壊
を
含
め
、
大
半
の
伝
統

的
な
建
物
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
特
に
２
階
建
て
の
町ま

ち

家や

や

土
蔵
の
被
害
が
甚
大
で
す
。

　
し
か
し
、
多
く
の
建
物
は
、
構
造

に
は
深
刻
な
損
傷
を
受
け
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
何
と
か
修
理
に
よ
り
復
興

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
今
後
の
対
応
〉

　
伝
建
制
度
を
軸
に
修
理
を
行
う
予

定
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
元
の
生

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
ま
た
、
真

壁
の
素
晴
ら
し
い
町
並
み
を
復
興
で

き
る
よ
う
、
国
の
支
援
を
得
な
が
ら

進
め
て
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
復
興
に
は
、
多
く
の

時
間
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆

様
と
協
力
し
て
、
様
々
な
知
恵
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
復
興
を
目
指
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
　
史
跡
真
壁
城
跡

管
理
作
業
員
募
集

　
史
跡
真
壁
城
跡
の
管
理
作
業
員
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
履
歴
書

を
送
付
く
だ
さ
い
。
面
接
日
（
６
月

上
旬
予
定
）
を
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
履
歴
書
は
、
市
販
の
も
の
に
必
ず

写
真
を
添
付
し
、
連
絡
先
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／
５
月
１
日
（
日
）
～

５
月
31
日
（
火
）
必
着

■
応
募
資
格
／
市
内
在
住
で
、
作
業

現
場
へ
通
勤
可
能
な
64
歳
ま
で
の
男
性

■
募
集
人
数
／
５
人
程
度

■
勤
務
内
容
／
草
刈
な
ど
管
理
業
務

■
勤
務
地
／
史
跡
真
壁
城
跡
（
真
壁

体
育
館
の
東
側
）

■
雇
用
期
間
／
平
成
23
年
７
月
～
11

月
（
予
定
）

■
勤
務
体
制
／
月
～
金
曜
日
の
う
ち

の
勤
務
指
定
日
（
１
ヶ
月
１
１
２
時

間
以
内
）
9
時
～
17
時
（
12
時
～
13

時
を
除
く
７
時
間
勤
務
）

■
賃
金
／
時
給
８
０
０
円

■
問
合
せ
・
送
付
先

〒
３
０
０-

４
４
９
５ 

桜
川
市
真

壁
町
飯
塚
９
１
１
　
桜
川
市
教
育
委

員
会 

文
化
生
涯
学
習
課 

文
化
財
係

(

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
２
４
）

大
地
震
で
も
被
災
を
免
れ
た
雨
引
山
楽
法
寺

多
宝
塔

史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.38

文化生涯学習課

資料館係（☎ 58-

5111・75-3111代表）

「
東
日
本
大
震
災
」に
よ
る
市
内
文
化
財
の
被
害
状
況

　
現
在
、
桜
川
市
内
に
は
国
、
県
、
市
と
し
て
の
文
化
財
が
総
数
で

１
２
６
件
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
、
３
月
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
が
、
市
内
の
文
化
財
へ

及
ぼ
し
た
影
響
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
選
定
を
受
け
た
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
・
真
壁

の
町
並
み
も
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

もりのさんぽ　　　　　　　　サイモン・ジェイムズ 作　木島　始 訳

母と子の園芸教室　野菜をつくろう　　　末松茂孝 著　中村広子 絵

かぼちゃものがたり　　　　　　　　　　真珠まりこ 作・絵

ぼくたちのしあわせ王子　　　　　　　　清水千恵 作　山本祐司 絵

はらっぱのおはなし　　　　　　　松居スーザン 著　スズキコージ 絵

《一般図書》

わたしがわたしになるために　　　　　　山崎　朋子 著

「５つの約束」で子どもは変わる　　　　 濤川　栄太 著　

いつもそばにいるから　　　バーバラ・パーク 著　ないとうふみこ 訳

かたみ歌　　　　　　　　　　　　　　　朱川　湊人 著　

いじめなんかへっちゃらさ　　　　　　　伴　　茂樹 著

【今月のお薦め本】

まいごのちびうさぎ
　　うのかずこ　　作
　　くまだいさむ　絵

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
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大和中央公民館
《児童図書》

うちの 3姉妹　14・15　　　　　　　　 松本ぷりっつ 著

塔の上のラプンツェル　完全書き下ろし絵本

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　クリスティーン・ペイマニ 著

小説版ドラえもん　のび太と鉄人兵団　　瀬名　秀明 著

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤子・F・不二雄 原著

《一般図書》

裏閻魔　　　　　　　　　　　　　　　　中村　ふみ 著

県庁おもてなし課　　　　　　　　　　　有川　　浩 著

花の鎮　　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ 著

【今月のお薦め本】
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真壁中央公民館

　平成 23年５月８日（日）をもちまして真壁庁

舎３階図書室の利用は、終了となります。

　４月号の広報では、３月末日の終了予定でし

たが、震災の影響で期間を延長しました。

　図書の貸し出しは、４月 24日で終了しました

が、５月８日までは、図書室内は利用すること

ができます。図書の返却は、３階図書室まで早

めにお願いいたします。

※�図書室に職員が不在の際には、図書室入口の

「図書返却箱」にご返却ください。

■問合先／�真壁庁舎 文化生涯学習課 公民館係・

図書室

　　　　　☎０２９６－５５－１１１１

　　　　　午前８時３０分～１７時００分まで

　　　　　※月曜日・祝日はお休みとなります。

～ 真壁庁舎３階図書室利用の終了について（変更）～
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文
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句
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萩
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会
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地な

震ゐ

の
傷
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え
ぬ
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道
青
き
踏
む
　 

小
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啓
治

春
愁
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余
震
の
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を
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勅
彦
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入
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震
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芽
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萩
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茂
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と
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と
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回大和流鏑馬競技大会 2011が開催され、両日で約

千人の来場者がありました。本大会は、日本古来の

伝統武芸である流鏑馬をスポーツとして競技化した

ものです。出場選手には今回の大震災被災地の東

北方面からの選手もいました。会場内には災害義援

金の募金箱も設けられ、多くの来場者が募金に協力

し日本赤十字社を通じ被災地に送られました。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

っ ！ぁお き れくな

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
外
遊
び
が
大
好
き
な
我
が
家

の
初
孫
で
す
。
い
つ
も
、
か
わ

い
い
笑
顔
に
癒
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
っ
ぱ
い

遊
ぼ
う
ね
。
元
気
で
大
き
く

な
ぁ
れ
！

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
じ
い
ち
ゃ
ん
に
似
て
働
き
者

の
け
ん
し
ん
。
こ
れ
か
ら
も
一

緒
に
お
仕
事
し
よ
う
ね
。

　
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
け
ん
し
ん

が
二
十
歳
に
な
る
ま
で
長
生
き

す
る
べ
。
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嵩
し
ゅ
う
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ち
ゃ
ん

 

平
成
21
年
９
月
17
日
生

（
南
飯
田
地
区
）

安あ

達だ
ち 

健け
ん

晋し
ん 

ち
ゃ
ん

 

平
成
18
年
６
月
４
日
生

（
松
田
地
区
）

全
労
災
小
学
生

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

市
野
塚
さ
ん（
雨
引
小
）、
渡
邉
さ
ん（
樺
穂
小
）が
金
賞

　
昨
年
度
、
県
内
小
学
生
の
作
文

と
版
画
を
対
象
に
し
た
「
全
労
災

小
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
が
実
施
さ
れ
、
雨
引
小
と
樺

穂
小
の
児
童
た
ち
が
上
位
入
賞
し

ま
し
た
。

　
作
文
の
部
で
は
、
雨
引
小
か
ら

多
数
の
児
童
が
入
賞
し
、
最
優
秀

学
校
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
労
災
が

21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
表

現
力
や
創
造
力
の
醸
成
と
心
の
成

長
を
願
い
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
作
文
と
版
画
の
部
門
で
、
県

内
98
校
か
ら
合
計
で
３,
２
３
４

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
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介
い
た
し

ま
す
。（
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同
・
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）
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作
文
の
部

■
金
賞
（
茨
城
新
聞
社
長
賞
）
／

市い

ち

の

つ

か

野
塚 

奏か
な
で

（
４
年
）

■
銀
賞
／
岩い

わ
ぶ
ち渕 

凌り
ょ
う

（
１
年
）、

田た

ぐ

ち

ゆ

う

じ

口
佑
治（
２
年
）、鈴す

ず

木き

美み

結ゆ

（
４

年
）、
宮み

や

た

わ

か

な

田
若
奈
（
６
年
）

■
銅
賞
／
尾お

見み

茉ま
な

香か

（
１
年
）、

早は

や

せ

あ

い

こ

瀬
愛
子（
１
年
）、延の

ぶ

嶋し
ま

大た
い

河が

（
１

年
）、
佐さ

藤と
う

空そ

良ら

（
２
年
）、
中な

か

澤ざ
わ

巧こ
う

貴き

（
２
年
）、増ま

す

だ

か

つ

し

田
勝
士（
２
年
）、

鈴す

ず

き

な

お

や

木
尚
也（
３
年
）、中な

か

島じ
ま

彩い
ろ

葉は

（
３

年
）、
佐さ

と

う藤 

駿し
ゅ
ん

（
４
年
）、
皆み

な

川が
わ

佳か

穂ほ

（
４
年
）、岩い

わ

渕ぶ
ち

拓た
く

未み

（
５
年
）、

古ふ
る

橋は
し

江え

梨り

花か

（
５
年
）

樺

穂

小

学

校

版
画
の
部

■
金
賞
（
茨
城
新
聞
社
長
賞
）
／

渡わ
た
な
べ邉
颯は

や

み美
（
３
年
）

作
文
の
部

■
銅
賞
／
桜さ

く
ら
い井
亜あ

み実
（
6
年
）

金
賞
、
銀
賞
を
受
賞
し
た
雨
引
小
児
童
の

み
な
さ
ん
（
写
真
右
か
ら
）
岩
渕 

凌
さ
ん
、

田
口
佑
治
さ
ん
、
市
野
塚
奏
さ
ん
、
鈴
木

美
結
さ
ん
、
谷や

澤ざ
わ

校
長
先
生
、
宮
田
若
奈

さ
ん
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